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研究成果の概要（和文）：顕在的な冠詞を持たない言語における名詞句についてはその統語構造に関して現在で
も様々に議論があり，その解明は理論言語学上における大きな未解決の問題の一つであるといえる．
本研究課題では，この問題に対して，冠詞のない言語としてロシア語を取り上げ，名詞句の統語構造と定性・特
定性の意味解釈の関係，および周辺の諸現象に関して検討することで，問題の一部に解答を与えた．

研究成果の概要（英文）：The syntactic structure of nominal phrases in languages without overt 
articles has still been controversial, and its elucidation is one of the significant tasks in 
theoretical linguistics.
In this research project, I examined the relationship between the syntactic structure and semantic 
interpretation of definiteness/specificity in nominal phrases, and some surrounding phenomena, 
taking up Russian as a language without articles.

研究分野：言語学，ロシア語学

キーワード： 名詞句　限定詞句　定性　特定性　ロシア語

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題では，ロシア語における数詞と所有代名詞を共に含む句における定性の解釈，存在文における定性制
約，目的語の否定属格現象，文内での要素の配列(語順)といった現象をもとに，しばしば先行研究で指摘されて
いる定性・特定性の名詞句への実現のために限定詞句が必要であるという主張を否定することとなった．
さらに検討を加えるべきことは多く残っているものの，言語学上の一つの未解決の問題となっている冠詞を持た
ない言語における名詞句の統語構造の解明に関して一定の寄与ができたものと思われる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
いわゆる名詞句は従来 NP (Noun Phrase) として分析されてきたが，Fukui (1986) や Abney 

(1987) により DP (Determiner Phrase) 分析が提唱されて以来，例えば，英語における the などの

冠詞は DP の主要部を占め，NP を補部に持つという構造が受け入れられている．つまり，これ

は名詞句の主要部が名詞ではなく，冠詞などを含む限定詞 (D) であることを意味している． 

顕在的な冠詞のない言語の名詞句を考えると，例えばロシア語の名詞 kniga「(ある/その) 本」

は NP 分析では以下 a. のように名詞 Nのみで句が構成される．その一方，DP分析では b. のよ

うに形態的，音声的に実現しない限定詞 (φ) を Dとして想定する必要がある． 

 

 

 

 

 

冠詞のない言語の名詞句にも DP 分析を適用すべきなのかという点については現在でも議論が

分かれている．いかなる言語でも名詞句は DP であると考える「普遍的 DP 仮説」(Pereltsvaig 

2007 など) と名詞句が DP か NP かは言語によると考える「パラメーター化 DP 仮説」(Fukui 

1986, Bošković 2009 など) が併存しており，DPが言語横断的に存在するか否かという問題は理

論言語学のひとつの大きな問題になっている． 
 
 
２．研究の目的 
 

1.で述べた背景を受けて，本研究課題では，冠詞のない言語として主にロシア語を取り上げ，

名詞句の統語構造と定性・特定性の意味解釈との関係から「DP はあらゆる言語で普遍的に存在

するのか」という問題を明らかにすることを目的とする． 

Lyons (1999) は限定詞 Dは定性・特定性の表れであると主張しており，一般に名詞句の定性・

特定性は DP の領域で実現するとされる．そのため，DP が言語普遍的でないと考えられる場合

には，DPを持たない言語において定性・特定性が名詞句においていかにして実現されるのかと

いうことが問題となり，これを明らかにすることも目的となる．  
 
 
３．研究の方法 
 

冠詞を持たないロシア語においては，名詞の文法カテゴリーである性，数，格，有生性とは異

なり，定性・特定性は名詞句内に義務的に直接顕在化されない．よって，本研究課題では，主に

名詞の定性・特定性が間接的に表出され得る (と考えられる) 以下の諸現象を手掛かりに，2.で

述べた目的の達成を目指した： 

 数詞と所有代名詞を共に含む句における定性の解釈 

 存在文における定性制約 

 目的語の否定属格現象 

 文内での要素の配列 (語順) 

 



４．研究成果 
 

本研究課題において，得られた主な成果は以下の通りである： 

 

(1) 所有形容詞が数詞に先行する句は最大解釈を受けるという事実が，名詞句が DPであるこ

との根拠の 1 つとされている (Kagan and Pereltsvaig 2012) が，統語的に主要部名詞より

も低い位置にあると想定される属格名詞句と所有形容詞をパラフレーズした場合でも最

大解釈を得られることから，これが否定されることを示した． 

(2) 存在文における定性制約，目的語の否定属格現象，文内での要素の配列 (語順) が定性・

特定性に関連するという先行研究 (Chvany 1973, Paducheva 2000, Harves 2013など) の指

摘を改めて確認した． 

(3) 所有形容詞と数詞を含む句における最大解釈は定性に還元できることを，存在文におけ

る定性制約，目的語の否定属格現象，文内での要素の配列 (語順) をテストとして用いて

示した． 

(4) 定の演算子を想定し，所有形容詞と数詞を含む最大解釈を受ける句について，その解釈を

意味論により構成的に導くことができることを示した． 

(5) 定の演算子の位置は，DP仮説の下では統語的な観点で DP領域に位置していると考える

ことができるが，NP構造のもとでは名詞句のどこにでも現れうると考えた上で，意味計

算から導出できることを示した． 

(6) 以上より，ロシア語においては DPを想定せずに名詞句の定性・特定性を実現できること

から，少なくとも名詞句の定性・特定性という観点からは「DP はあらゆる言語で普遍的

に存在する」必要はないことを示した． 
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